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染色による畑虫卵の生死判別法に就いて持
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第 1章緒 論
寄生虫特に姻虫問題は我国の公衆衛生にとって従来も大きな課題であったが，其の重要性は
戦後の現在益々痛感せられるに至った。人糞を肥料として使用している我国の現状に於て，感
染者の糞便から他の人の口への姻虫卵の循環を断つには，虫回虫卵を殺滅せしめ感染力をなくす
ることが大切な問題であるO 此の姻虫卵の各種の条件に対する抵抗力を知ることは姻虫の防渇
に於ける重要な拠点となるO 抵抗力を知るには結局その生死を知ることが基礎となる，併し卵
の生死判別が培養法によらねばならすう 3，-， 4週間もの長時日を要するため研究が遅々として進
まず，刺虫感染予防の研究の最大の陥路となっており，卵の簡単な生死判別法が切望せられる
次第である O 然るにこの問題に関しては従来研究に乏しく未だ良法が発見されていなし、。そこ
で著者は谷川教授指導の許に染色による畑虫卵の生死判別法に関する研究に従事した。今迄知
られている生死判別の方法にズグン盟染色法があるが，その信頼性については諸家によって疑
義が述べられている。著者は先ずズグンE染色法を追試し，更に酸或はアルカリの前処置によ
りその染色性を光めんと試み，次に多数の色素特に脂肪染色剤等を集めて実験したが，遂にJレ
ゴ戸 Jレ氏液による新染色法を発見し，従来のズグン置法より優れている事を見出した。更にこ
れら染色の機転を知るべく種々実験を試みた。向最近盛光色素による生死判別法が報告された
のでこの万法との比較検討を行った。
こ与に得た成績を報告し諸家の参考に供する次第であるO
第 2意文 献 
文献を渉瀕するに， 1915年堀沢は人畑虫卵を少時
乾燥した後， 10%ホルマリン或はホルマ]J;y蒸気を
以って間定し，ズ〆ンE又はニ{ノLプラウ等の脂肪
染色剤を以って染色すると，不受精卵の卵黄内に多
数の中性脂肪或は類脂肪体あるを証明するも，受精
卵に於ては染色せる部分あるを認めずと述べ，受精
二卵も加熱叉は 24時間以上ホルマ]J;y~こ閏定すると
染色可能卵が出て来ることを認め，要するに卵黄の
脂肪染色知何は虫卵の生死に関係あるものふ如しと
担-言した。 1922?平小県は姻虫卵に沸騰水を濃流して
死被せしめると j卵はズダシEで濃染するのでそれ
によって生死判別が可能であると云った。其の後 
1923年吉田は子宮内卵の知く卵殻が未だ形成され
ないか，或は形成不充分な聞はたとえ卵が死減しな
くとも能く染まり，叉完成した卵でも蛋白膜を失い
卵殻だけとなったものでは往々染色することがある
と云った。後年小県(1928)，松崎(1928)，内藤・濃
野(1928)，小田(1928)等も亦，卵の染色知何は生
死を示すものではなく卵殻質の透過性の愛調に起因
するもので，死滅したものは大体悉く染色されるが
生存するのでも時に染色されることがあり，叉死被
Lたものでも染色しないものがある点に絶対性がな
し、と述べてし、る。
糞便内寄生虫卵の染色に就いては，小山はヱオヂ
シ，グリスタルピオレット，ギームザ稀釈液， トリ
普(本論文の要旨は昭和 28年 5月日本符生学会第 23回総会に於て発表した〉
第 5号 千葉医学会雑誌 -789-
アチッド液，レフレル氏液， ピヌマノレグ褐，へマト 第 2節実験方法 
キシリ シ，フグシシ，ピグ]J::/酸，重グローム酸等 2%石茨酸， 2%グレゾ{ル石鹸液， 20%ホルマ
スりの褐100cc倍二硫化涙素液を各々2000:/，リの色素を用いて無鈎篠虫卵，阻虫卵，十二指腸虫
卵，鞭虫卵の染色を行い，無鈎{蕗虫卵に於てのみ梢 色共栓の瓶に 50cc入れ，この各々の中に前記姻虫
々美麗なる標本を得たるも其の他の虫卵は着色不完 卵を入れ，一定時日 250Cに保った後ズ〆::/'ill染色
全であると述べた。叉士井もアニリシ色素，酸性ア を行った。街アノレコ{ル固定を行わないズダンli染
ニPン色素，カノレミン色素，へマトキシ万シ液，1レ 色，発煙硝酸，濃塩酸，濃硫酸，アンチホルミシ原
ゴF ノレ液等で、煮沸染色を行っているが，氏は1].，-コ」 液，濃硝酸等を夫々 30分作用後充分に水洗し，ズ
‘ 
ノレ氏液にて着色殆んど認むるを得ずと述べてし、る。 ダンE染色を行った。同時に培養を行い 100%死披
最近アグりヂンオレシヂ等の蛍光包素で加葬m卵を bているととを確かめた。無酸素状態の実験は嫌気
処理すると黄緑色の蛍光を発する事が知られ，沢田 鎮の中にカワラケにのせ適度の水分を与えである姻
等はこれを以って蜘虫卵の生死判定が出来ると発表 虫卵を黄燐燃焼法により無酸素状態とし， 2.50Cの贈
した。 卵器にスれて置いたものに就いて行った。
第 3憲ズダシ 111染色と前処置 第 3節実験成績
ズダユ/1II染色の方法は次の如くである。スピッ Y 前処置を行いズダ:Y'ill染色を行ったその成績は表
グラスの底に卵を置き， 50-%の酒精を加えて12分間 1の通ちである。即ち発煙硝酸では 100%染色され
放置，上清を去り，ズダ::/JIrの 75%酒精飽和液で染 る様になるが生卵でも 30分作用させると 100%染
色すること 10"，，30分，次で 50%酒精を以って洗い， 色されてしまうので使用出来ず。濃硫殿も卵殻に対
水洗後グリセジシで封ずる。姻虫卵が加熱死滅する する作用が強すぎるので不適であり。濃塩酸で、は，
と大部分のものはズダ:Yliで染色されるが，これは ホルマジシ或はご.硫化炭素にて殺卵せるものは染色
卵殻の透過性が允まっているためと解されている。 性が允進したが，生卵でも 30分作用させると染色
著者は本染色法を追試し，更に染色性を允める為め されて来るものがあるので確実なものでない。濃硝
に卵殻の透過性を充進するような前処置を試みた。 酸，アジチホルミンでは殆んど恋化が見られなかっ
第 1節実験材料 'た。向この実験によりズダシm発色にアルコール間
生きた雌豚:畑虫を解体し，予宮後端より 1cm迄 定は不要であり，却って染色性を低下させるものと
の卵を使用した。而して顕微鏡的に受精卵であり蛋 思われた，故に以後の実験にはアルコ~ル同定を行
白膜及び他の卵殻にも異常のなきことを確めたの わずズダシE染色を行った(表 1)。
署長1. 前処置後のズダンE染色(染色卵%) 
iE事右 EFEEl-25万一同'~I明東4カ月〉「20訴百円一編福三爾τ 
i に22日間) 石鹸液 0日)!一一 i::/ (57日〉 炭素I (1 i; (50日〉
用 
ズアル煙ryyEE 0色き}戸コ硝ー酸ル作固用定染3な分
煙発ス 
濃塩酸作用 30分 
濃 硫ン硝液チ酸酸作ホ作作ル 30分。0長分} 
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卵殻膨大淡染
71.8 
73.9 
100.0 
83.0 
卵殻膨大淡染
5.8 
6.9 
100.0 
3.6 
卵殻膨大淡染
8.5 1.0 
14.9 0.5 
100.0 100.0 
66.5 14.0 
卵殻膨大淡染 卵殻膨大淡染
26.7 0.23.547.5 72.1 
長濃 ;3 10.9 4.256.3 4.971.3 
第4章 ルゴール染色 . 聞に就いて次の実験を行った。
姻虫卵に就いて謹々の染色法を実施中スピッツグ 第 1節染色時間
ラスに虫卵を入れ，ノレプ{ノレ氏液〈以下r11-Jと記す〉 蜘虫卵は豚蜘虫子宮後端 1cm迄の卵を用い，死
を作用させると生卵も死卵も全部染色され，アルコ 卵は煮沸殺卵した卵を用いた。染色法はスピッツグ .' 
.-1].，-にて脱色すると，死卵及び未受精卵は脱色され ラスに蜘虫卵を入れ，それにr11-J液の 2.--3 ccを加
て無色となることを発見した。そこで生卵が全部染 え良く振醤して染色した。表 2の如く「ノレ」液にて何
色され死卵が全部脱色される様に染色時間，脱色時 分染色すると濃染するかはその作用温度に関係あ 
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表 2. J1-ゴー ル染色の時間
り;冬の寒い室温では 10分作用しても生卵に於て
は濃染されないことがあり，条向ニを一定にするため 
370Cの勝卵器中にて 10分間染色することとした
(表 2)。
第 2節脱色時間
脱色法は「ノレJ液にて染色された姻虫卵の入ってい
るスピッツグラスに，無水アルコールを入れ良く振
翠，遠沈上清を去り，この操作を繰り返す，然し脱
色用アルコールに「ル」液の色が仲々とれないため，
、無水アルコールにて一度洗練し脱色の最後に脱色液
中に 50% アンチホルミシ液 2~3滴を滴下，良く振
翠することによりヨードの色が褐色され，操作を，簡
単にすることが出来ると同時に，蛋白膜を取ること
が出来るので非常に見易くなる〈表 3)。
表 3. ルプール染色せる姻虫卵の
無水アルコール脱色(染色卵%)
生卵|死卵 
脱色時間
(分〉 13
0 I 370 I 130C I370C 
。 。 100.。
C 
100.0 
C 
5 。 。 100.。 80.310 。 。20 100.0 25.4 。 。30 100.0 5.0 
第 3節 ルプ{ノレ染色法の術式
以上述べた事より次の様な術式を選んだ。先ず被
第 5章各種殺卵法とス、ダシ III染色法

並びにルゴール染色法

ズダユ/JII染色法並びにノレプール染色法は共に加熱
殺邦の場合には，比較的よく生死判別に役立つも，
他の方法で生じた死卵の鑑別には必ずしも正確でな
い。わり染色法が生死判別法としてどの程度の信頼
度があるか，叉ズ〆ンE法と比較してどうであるか
を見るために，種々の条件の下で殺卵した豚畑虫卵
についてルプール染色並び、にズ〆ンE染色を行い，
培養法との比較研究を行った。
第 1節実験材料及び実験方法
実験材料は前章同様に豚姻虫子宮卵を使用した。
殺卵法としては化学薬剤によるものと，物正型的方法
を用いた。先ず化学薬剤としては) 20%ホルマリ
5%塩酸，10%アジモニア，0.5%石茨酸，2%:/， 
硝酸， 20%硫酸， 2% クレゾ ~lv石鹸液， 1000倍二
硫化茨索，飽和硫化水素水を使用した。 100cc入り
の褐色共栓の瓶に各々 50cc入れ，前記蜘虫卵を投
じ250 Cの勝卵器中に置いて時日を追って， rノレ」染
色，ズダ YIIT染色並びに培養を行った。培養は250C
の瞬卵器中にてカワラケ培養を行い， 30日後に検銭
し生死の判定をした。次に物理的方法中温熱作用の 、
場合は，マッチの頭に蜘虫卵をつけ 500C以上の温
液に種々の時間つけた卵について， rルj染色，ズダ、
:/JI[染色，培養を行った。無酸素作用の実験では嫌
気鐘の中にカワラケに・のせ適度の水分を与えてある
姻虫卵を，黄燐燃焼法により無酸素状態としたもの
を数本作り 250Cの購卵器に入れ，夫々時日を追っ
て開放してrlv J染色， ズダ、Ylli染色， 培養を行っ
た。乾燥殺卵の場合は和紙に蜘虫卵を付け，塩化カ
ノレシュームの入ったデシケ{タの中にスれて，温度 
50C___150Cの暗室中に置き必要の自にデシケータを
開け， r 染色，ズ〆yllI染色及び培養を行った。lvJ

第 2節実験成績 

第 1項化学的殺卵 

り 20%ホルマリシ殺卵によるもの
 
検卵子をスピッヅグラスにとり「ルJ液を 370Cにて 2日では培養により全卵仔虫となり， r 
10分間作用し，遠沈上清を去り無水アルコールにて は全卵染色され，ズダ 
染色でJノレ
yJI[全卵不染で、ある。 8日で
一度洗練し，次に無水アルコールで 5分間脱色し，
最後に此め脱色液中に 50% アンチホルミシ液 2~3
滴を滴下良く振謹し，遠沈上清を去り水道水にて→
度1倒産して検鏡する。検鏡所見は生卵はヨードの色
をとり茶褐色に染色されるが，未受精卵，死卵は無
色である。
大部分卵は死滅するが， rルj染色では 10%不染，
ズ〆 yJI[では全く染色されるものはなし、，其後rlv J 
不染率は上昇するが，ズタシE染色率は仲々高まら
ず， 84日後にr 染色は全卵不染となるが其の時ズlv J
〆ユ/JIIでは 50%が染色されるにすぎなしく表 4)。 
2) 2%石袈酸殺卵によるもの 
2日にて全卵死滅するが「ルj染色では 5%不染で、
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12日で大部分死滅するが「ルJ染色は 60%不染，
;1J不染ありズダ:;/1[(では 3%染色である，其の後r ズ〆:;/1[(は 30%染色であり。 14日で全卵死減， 
卵，ズダ:;/nI染色卵がほぼ平行して増加し 43日に r 染色全不染，ズダシ Eでは 90%染色し結果が;1;J
て始めて両者 100%となる〈表 5)。 比較的一致する(表8)。 
表 5. 2%石茨酸殺卵 表 8. 5%硝酸殺卵
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5) 5%硝酸殺卵によるもの 
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3) 0.5%アyモニア殺卵によるもの 
9日目噴より死滅卵増加すると共にじり不染卵も 6) 20%硫酸殺卵によるもの
培養Ir ノ1;J;1;J染色略々同様で 14日で全卵死滅Ir同様に増加し 20日で全卵死誠するI 染色ではJ1;r; 
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95%不染であるが，其の時のズダ:;/nI染色率は 4% 染色 98%不染となるが，ズダ :;/JI染色では僅かに 
にすぎずI 57日後も 25%にすぎない(表 6)。 5%染色するにすぎず，全卵染色するのは 43日後で
あった(表 9)。 
表 6. 0.5%ア:;/モニア殺卵 
100 表 9. 20%硫酸殺卵 
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4) 10%塩酸殺卵によるもの
死被卵数より「ノレj不染卵数の方が常に多く I 14日
では 25%が死滅されるが「ルj染色では 80%不染で
ありズダ:;/nIでは 10%染色である， 20日で全卵死
被Ir 染色で、全卵不染となる。ズダ:;/JI[では43日;1J
後に始めて全部染色される(表 7)。 
7) 2%グレゾール石鹸液殺卵によるもの 
2日で全卵死被するが「ルJ染色では20%不染， ズ 
~~:;/ nIで 23%染色し，其の後「ル」染色，ズダユ/nI
染色略々同様の経過をとり， 6目で「ルJ染色 98%不
染，ズダシli78%染色となった(表 10)。
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1∞「
2% クレゾ ~l]...石齢、液殺卵 
4 6 8 10 12 14 
F 表 13. 温熱作用殺卵 
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2) 無酸素状態にせるもの 
16 
8) 1000倍二硫化茨素殺卵によるもの 
2日で全卵死被するがr1]..J染色では60日後に僅か 13日で、全卵死滅するが「ノレ」不染率，ズ〆ンE染色 
4%不発!となるにすぎず，ズ〆ンEでは全く染色さ 率共に悪く 107日経過しでも約 10%にすぎなし〈表
れない(表 11)0 14)。 
表 11. 1000倍二硫化茨素殺卵 表 14. 無酸素殺卵 
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3) 乾燥によるもの
9) 飽和硫化水素水殺卵によるもの 
わしJ不染率常に高く， 49日で全卵死域， rノレ」全不 
2日で全卵死被するが二硫化茨素の場合同様50日 一
染となり，;iダ.YTI[60%可染となる(表 15)。
経過しても， rルj不染は極めて少数であり，ズダシ 
E染色も同様極めて染色され離い〈表 12)。 表 15. 乾燥殺卵
表 12. 飽和硫化水素水殺卵 
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ルゴール染色
第 2項物理的殺卵 第 1節実験材料及び実験方法 
1) 温熱作用によるもの 千葉郊外千葉屠場に於て屠殺せる豚より得た生き 
65
0
C以上に於ては l秒作用させると卵は死被す た豚畑虫を使用した， 10隻の成熟した雌虫を選び子
るが， r/t，.J染色は 650Cでは 5分， 700Cでは10秒以 宮及び輸卵管をとりだしこれを次の 6部に分けてそ
上作用させないと不染とならない，このことはズダ の卵について，ズダン直染色，ルゴール染色を行い
シEでも同様である。作用温度がf尽くなる程，培養 同時に顕徴鏡下にて卵殻の成熟状態を観察した。使
結果と「ノレJ不染，ズダンE可染となる時間の開きが 用した姻虫の体長は最大 37.0cm最少 28.7cm平均
ー p大きくなるく表 13)。 30.9cmであり 子宮長は最大 24.0cm最少 18.9cm 
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平均22.1 'cmであったo
1) 子宮後端部
2) 第 2部位，子宮後端部と子宮中央部の中聞を
云う。
3) 子宮中央部 
の第4部位，子宮中央部と子宮始部の中聞を云
う。
5) 子宮始部 
6) 輸卵管
 
第 2節実験成績 

第1項染色所見 
  
子宮後端部の卵に於ては，ズ〆:Y1IIで、は全く染色 
せれず， r;J"J染色に於ては不染卵は殆んどなし、。子
宮第2部位に於ても同様である。子宮中央部に於て 
宮始部に於ては大部分ズダン1II染色卵， rル」不染卵 
となり。輸卵管の卵は全部がズ〆シ1II~こ染色され， 
「ルJ染色では脱色された(表 16)。
第2項顕微鏡的所見 
1) 子宮後端部の卵は外形糞便中のものと等し
く，蛋白膜，卵殻共に厚く，卵細胞の両極には半月
状部がある。 
2) 第 2部位の卵は子宮後端部の卵と同様であ
る。
3) 子宮中央部の卵は蛋白膜薄く卵殻は厚い，約
半数に半月状部を認む。
4) 第 4部{立の卵は蛋白膜薄<，叉はこれを欠、
き，卵殻は薄い。
5) 子宮始部の卵は蛋白膜なく，卵殻叉薄く細胞
不染卵が出て来jノレrは少数ながらズ〆:y1II染色卵， 
る。子宮第4部{立に於てはズダシE染色では約 30% 6) 輸卵管の卵は卵殻を被らず，形大きく長楕円
r Jノレ
充満す。
染色され， 染色では約70%が不染となる。子 形，時に不正形である。
表 16. 子宮内卵のズダンE及びノレゴ{ル染色 (染色卵%)
姻虫番号 染色法|子宮後端|第 2部位|子宮中央|第 4部位|子
ズダンE 。 。 。 10.3 
I 
ノレコや{ノJ" 100 100 100 43.5 
ズダシE 。 。 。 60.4 
E 
ノレコ令 ~;t〆 99.5 100 97.2 30.2 
ズダシE 。 
a 
。 3.1 13.1 
1I 
ノレコゃー Jレ 100 100 98.2 25.3 
『・ー・司 『・・ー
ズダ:Y1II 。 。 0.2 10.3 
百
ノレコザー;J" 100 100 98.0 35.4 
一一一一一-一一一一
ズダ、シE 。 。 2.0 40.5 、 
V 
ノレコや~;レ 100 100 98.2 30.2 
ズダ:Y1II 。 。 。 35.2 
百 
Jレコ、、~;レ 100 100 100 34.8 
。 。 。 59.2 
四
ノレ宇、、~;レ 100 100 100 2.0 . 
ズダシE 。 0.5 2.0 50.2 98.0 100 
国 
JレゴーノJ" 100 99.0 96.5 35.5 。 。
ズダ二/1II 。 。 。 40.2 100 100 
I玄 
Jレコ守 ~Jレ 100 100 99.0 10.5 。 。
。 。 。 10.2 83.9 100 
X 
Jレコ会 ~;t〆 100 100 100 53.4 。 。
平均|スタシE 32.96 
JL' コゃ~;J" 99.9 98.69" 30.08 0.4'宮、 O 
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第7章卵殻剥離とス、ダシ 111及v
ルゴール染色
畑虫卵の卵細胞が普通の染色剤で容易に染色され
ず，叉種々の薬剤に対し抵抗強く長く生存すること
はーにその強力なる卵殻によるものと思われる。著
者は此の卵殻の剥離を試み，これにズダシE染色， 
fルJ染色を行った。
第 1節実験材料及び実験方法
生きた雌豚蜘虫を解体し子宮後端 1cm迄の卵を
使用した。而して顕微鏡的に成熟した卵設を有する
ことを確めた。 
1) 蛋白膜の剥離 
30%のアシチホルミシをスピッツグラスにとりこ
れに虫卵を投じ 5分間振蓋してよく作用させて後，
水道水にて何回も遠沈を行ないながら水道水で、良く
洗糠した。 
2) 卵殻第;1層の剥離
スピッツグラス内で蛋白膜の剥離を行った卵に濃
硝酸を加え強く振聾して 30分間作用させ水道水に
て良く洗糠し，卵殻第 1層を剥離した。
3) 卵殻第 2層の長IJ離
第 1層剥離卵にアシチホノレミン原液をスピッツグ
ラス内で一夜作用せしめ，水道水にて良く制廃し第 
2層剥離卵を作った。 
4) 卵殻第 3層は剥離困難にして強酸，強アノレカ 
P等を作用させると卵細胞も同時に破壊されてしま
うので行わなかった。 
5) 生卵と煮沸殺卵せる卵とを半々に混じこれに
つき蛋白膜，卵殻第 1層，第 2層の剥離を行った。
以上の如く処理した卵につきズダyJ[染色， rル」
染色を施行した。
第 2節実験成績 
1) 蛋白膜のみ剥離した卵に於てはズ〆 ylIT染色
性， rルJ染色性共に愛化なく，ズ〆 ylITでは全部不
一一一一一一一一一
や yJ[I染色卵数 8.2% 
ノLプ{ノレ不染卵数 5.3% 
第8章薬渡中煮滞卵のス、ダシ 111及v
ルゴール染色
第 1節実験材料及び実験方法
実験材料は前同様豚畑虫の子宮内卵を使用した。
スピッヅゲラスにこの卵を投じ， 5%石炭酸， 20% 
石炭酸，液状石茨酸， 20%ホルマ}}Y，35%ホノレマ
リY，5%クレゾール石鹸液， 20%クレゾ{ル石鹸
液，グレゾ{ノL石鹸原液， 20%硫酸， 40%硫酸， 7 
%ア yモニア， 14%アγモニアを各々 5ccづっ入
れド 30分間重湯煎中にて煮沸せしめたものを良く水
洗し，ズ〆yJ[I染色，並びにわしJ染色を行った。
第 2節実験成績
「ルj染色に於ては全て不染であったが，ズダシE
梁色では 5%石茨酸， 5%クレゾー ノL石鹸液， 20% 
硫酸， 40%硫酸， 7%アyモニア， 14%アジモニア 
等では濃染するが， 20%ホルマリシ， 35%ホルマリ
ジでは中等染であり， 20%グレゾー J]".石鹸液，グレ
ゾ ~J]".石鹸原液で、は淡染で、あり， 20%石炭酸，液状
石炭酸と煮沸したものは全く染色されなかった。
第9憲盤光色素による生死判別
鐙治物質に紫外線をあてると可視光線に愛じ，そ
の物質の性質に依って種々の椅麗な色を出すことは
古くから知られているが，これを光学顕微鏡に応用
したのが室長光顕微鏡である。植物の組織は一般に美
麗な後光を発するも，動物の組織は蛍光を発するこ
とが少なし、。畑虫卵も蛍光色素を作用せずに蛍光顕
微鏡で‘観察したのでは明らかに認められる様な畿光
を発しなし、。併し加熱死卵を蛍光色素オウラミンで
染色して鏡見すると，暗緑色の視野に卵細胞が黄緑
染色では全部染色される。jノレr染であり， 
2) 卵殻第 l層剥離卵に於ても叉両染色性に愛化 (以下「アjと記す〉では暗緑色の視野に黄緑燈色の
なく，ズダンE全不染， rルJ全卵可染である。 後光を発し生卵と区別される。そこで著者は本法を
3) 卵殻第 2層弱j離卵に於ては顕徴鏡的には卵殻 以って確実に畑虫卵の生死判定が可能か・どうかを追
，は非常に薄くなっているが，ズ〆yJ[Iでは全部不染 試し，著者のルプール法と比較検討せんとして次の
色に蛍光を発して見える。叉づてグリヂユ/オレユノヂ
染色では全卵染色された。Jノレrであり， 
4) 生卵と煮沸殺卵との混合のものに於ては表17
の知く蛋白膜，卵殻第 1層剥離によってズダユ/lIT染
色性， rルJ染色性に愛化は認められないが，卵殻第 
2層の剥離を行ったものではズダン直染色率， .rル j
不染率が低下することを認めたく表 17)。
実験を行った。
第 1節 子宮内卵のルゴール染色及び
蛍光色素処理
第 1
r
r真実験材料及び実験方法
虫回虫卵は前述の如く 6部に分けて染色した。使用
した蛍光顕微鏡光源装置は千代田製の超高圧水銀
、・4 
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灯，紫外線フィルタ{は 400mp.透過のもの2 接眼
フィルターは千代田製Y型を使用した。顕鍛鏡は同
じく千代田製のものを使用した。染色方法は「ルJ染
色は既述の如くであるが， rオJ染色は虫卵をスピッ
グラスに入れ 1000倍溶液にて 15分作用させた。
「アJ染色は 1000倍溶液を 15分作用させて行った。
市して標本は水道水にて数回洗糠して検鏡した。
第 2項実験成績
子宮後端部より子宮中央部迄の卵は「ルJ染色では
医
雑 誌	 -795ー
殆んど染色され， rアJ，rオJ染色では殆んど染色さ
れなし、。子宮第 4部位の卵は「ノレ J染色で約 40%染
色される，即ち約 60%が不染であるのに対し，rアJ，
「オJ染色では約十数%が染色されるにすぎず，ズ 
tダン班染色の時と同様な結果を示す。子宮始部，輸
卵管の卵は「ノ~Jでは全部不染であり， rアJ，rオJで
は大部分染色される。 rl~' J染色と此等後光色素との
関係はあたかも「ノ1，JとズダンE染色の場合と同じ様
な関係にある(表 18)。
会
表 18. 子宮内卵のルゴーパ染色及び蛍光色素染色比較 (染色卵%)
染色法
lノ{ コ令 ノ
I グ Pヂンオレ yヂ
ウラミユノ
。。
戸訟判一会2鮒|子宮中央|弘樹立i千宮始部|輸卵管 
。。 
1001100|100140;5l o l:。。
。。
。。
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第 2節 脊種殺卵法とルゴール染色法
並びに蛍光色素染色法
「アj染色が生死判別法としでどの程度の億頼度が
あるか，叉「ルJ染色法と比較して見るために種々の
条件の下で殺卵した豚畑虫卵について培養法を対照
として両染色法を試みた。
第 1項実験材料及び実験方法
実験材料は前に述べたと同様なものを用い，殺卵
には 20%硫酸， 10%塩酸， 0.59るアシモニア， 20%
ホルマリ シ， 2%石炭酸， 1000倍二硫化ー炭素を使用
0 0.2 I 13.0 I 100 I 
0 I 0 I 12.3 I 99.8 I 
った。
第 2項実験成績 
1) 20%硫酸殺卵によるもの
培養では 3日頃より死卵数矯加し 12日で全卵死
蹴する。 r 染色不染卵は 3日噴より増加し 12日l~' J
で、は約90%となる。「ア」では仲々染色され難く，
染卵は 12日では約 5%にすぎず， 40日後に始めて 
100%となる(表 19)。 
2) 10%塩酸殺卵によるもの
「ノL-J不染率の方が培養死卵数より常に高く， 17日
した。 100ccスりの褐色共栓の瓶に各液50cc容れ， では全部不染となっJノレrで培養に於て全卵死滅， 
この中に蜘虫卵を投じ 250Cの癖卵器中に置き，時 た。「アj染色は 17日では約 30%陽性，全卵染色さ
日を追って「ノレ」染色， rアJ染色並びに培養試験を行 れるのは 30日後方あったく表 20λ
、 
ιp 
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表 19. 20%硫酸殺卵 率， rアj染色率共に殆んど上昇しなかった〈表24)。
、fアj染色一一一一 
f 染色…- 表 22. 20%ホルマリジ殺卵1"J
培養一-_-_
100 
/"，"'"一 
ji 
8 12 242016 
/100 / 
80 /80 
60
司/
， ， 国  
60 
40 
40 
死
-，'!'}s 20 。
20 
数 
4 12 ，16 20 24 28 32 40~こ 8(%)0 4 40 
作用日数 表 23. 2%石炭酸殺卵
4032282420]6 
表 20. 10%塩酸殺卵
1∞ 
ノ-/
801岱 ，/ / 

，/ / 

/ ，: 60 
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/ ，/ 
40 
20十/，// 
J 
O時弓二 
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表 24. 1000倍二硫化炭素殺卵
3) 0.5%アンモニア殺卵によるもの 100 
17日で大部分卵は死滅するが， rルj染色約40% 80 
不染であり， rアjでは極少数染色されるにすぎず， 
40日後に於ても略同様である(表 21)。 60 
1∞ 
表 21. 0.5%アyモニア殺卵 
40トl
//，

，

Jf'f'
JJP'
E ' '  
第 10章者 察
。
80 
60 
品主ニムS 
4 8 12 16 20 24 28 32 40 
40 
I f '
姻虫卵は死域すると卵細胞と共に卵殻が破壊され
， 
a， ， ，  
t . 4 8一話4 
' ' a  
J
20 て，卵殻の透過性が允進するものと考えられる。死
A υ  
4 F
の .20%ホルマリシ殺卵によるもの 
9日で卵は死滅するが，わけでは約 10%不染であ
り， rアjでは 2%染色されるにすぎず，其の後「ルj
不染率は上昇するが「アJ染色に於ては 40日後も同
様の状態であった(表 22)。 
5) 2%石炭酸殺卵によるもの 
3日で卵は死践するが， rルj不染率， rアj染色率
略同様の経過をとり 40日後に漸く夫々 100%とな
った〈表23λ
の 1000倍二硫化茨素殺卵によるもの 
3日で卵は死誠するが， 40日後に於ても「ルJ不染 
12 16 20 24 32 ないものもあることは，卵殻の破壊程度即ち透過性
波しでもズ〆:/IITに染色されるものもあり染色され
に関係があるものと思われ，死被しながらズダ'，:;/ll[
に染色される程度迄卵殻の透過性の允進していない
卵を，酸，アルカリ等の前処置を行い，ズダ:;/ll[染
色性を高めんと思い， 2%石炭酸， 2%グレゾール
石鹸液，無酸素， 20%永ノレマリ:;/， 2000倍二硫化
炭素等で殺卵せるものを前処置を行い染色を行った
が，発煙硝酸では卵殻に対する作用強く 100%染色
される様になるが生卵も 100%染色される。濃硫酸
も卵殻に対する作用が強すぎ，濃塩酸も生卵でも 30
分作用させると染色されて来るものあり，濃硝酸，
アンチホルミユメ等で‘は殆んど斐化がなく?死卵の染 
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色性を高めるものは生卵に対しても卵殻を破壊して 問は，仮令卵細胞死被せざるも能く染色すると述
しまうので、応用出来なかった。なおズダン'1U染色に ベ，染色の可能不可能は恐らく卵殻の透過性に由る
アルコール固定は不用と思えた。 ものであろうと述べた。著者は「ル j染色の木態を知
生卵も死卵も卵細胞が全部染色される如さ染色剖 るべく子宮内卵に就いて「ル J染色を行うと同時にズ
があるならば，生きた細胞と死んだ、細胞とで染色さ 〆:;/1U染色と比較を行った。子宮始部の卵の如く未
れ方が異なるであろう，併し姻虫卵はキチン質で出 だ卵殻が薄く卵殻の透過性が首~\，、と思われるものに
来た厚い卵殻を持っており，種々の染色剤を作用さ あっては「ル J染色では全部不染であり，ズダシJI染
せて見たが生卵をそのま与の状態で染色する色素は 色では殆んど全部染色された。子宮後端の如く卵殻
なかった。ところが「ル」液を作用させると生卵も死 の発育の完成されたものでは「ル j染色では脱色され
卵も細胞がヨードの色により褐色に染色されること ず殆んど全部染色され，ズ〆:YJI染色で、は全部不染
を発見した。 r;vJ液を作用させると生卵の細胞より であづた。これはわけ染色もズダンE染色同様卵殻
も煮沸死卵，未受精卵の細胞の方が強く染色される の透過性に関係し，一度r 液により全卵染色され;vJ
が，無水アルコールで、脱色すると煮沸死卵，未受精 るが，卵殻の透過性の高いものは無水アルコールに.
卵は脱色されて無色となるが生卵は依然染色されて より脱色され不染卵として見られるのであろう。併
いる。そこでfルJ液を用い生死判別を行わんとし染 し第 4部位の卵の如令子宮始部よりは卵殻が発育し
色時間，脱色時間について実験し一定の術式を定め ているが未だ完成されな L、卵にあっては， 染色Jノレf 
た。 では 70%不染でおり，ズダシ E染色では 30%染色
次に「ノレ J染色法が生死判別法としてどの程度の価 となり両者の簡に開きが出来る，これはズダユノJI染
値があるか，叉ズ〆ンE染色法と比較してどうであ 色より「ノレ J染色の方が卵殻の透過性のより低いもの
るかを詳細に検ベる為に，種々の条件で殺卵した卵 をも鑑別することが出来ることを示していると思わ
につき日時を追って培養法と比較しながら検査を行 れる。
った。 5%硝酸殺卵では「ノレ J染色，ズ〆ンE染色， 畑虫卵の卵細胞が種々の染色剤で容易に染色され
培養カ2比較的一致した。 10%塩酸，乾燥殺卵では培 ず，叉種々の薬剤に対し抵抗強く長く生存するのは
養成績より常に「ノvJ染色で判定した死卵数の方が多 一つにその強力な卵殻によるものと息われる。著者
く，ズダ:;/JJ.Iでは培養成績より常に少なかった。 0.5 は此の卵殻の悲IJ離を行い卵殻剥離卵に就き「ル j染
%ア  yモニア， 20%硫酸殺卵では培養とわり染色 色，ズ〆:YJI染色を行った。先ず生卵に就いて，蛋
が略一致しズダシE染色率は遥かに低かった。 2% 白膜，卵殻第 1層，卵殻第 2層の剥離を行い染色を
石炭酸， 2%グレゾール石鹸液殺卵では培養は 2日 行ったが，第 2層迄剥離しても「ル J染色では全卵染
染色は培養E染色，ズ〆ンJノレr 
より遅れて略平行して「ル j不染率，ズダシE染色率 に愛化がない。煮沸死卵では卵殻第 2層迄剥離する
が高まるのが見られた。温熱作用では 750C以上の と「ル j不染卵数，ズダンE染色卵数が減少する，こ
で全卵死滅するが， 色され，ズダシE染色では全卵不染で、あり，染色性
高温では培養， Jノレr
るが，温度が低くなるにつれて培養成績との聞に開
きが出来て来る。 1000倍二硫化炭素，飽和硫化水素
水，無酸素殺卵等では培養により卵が死滋じても
「ノレ J不染率，ズダンE染色率共に非常に悪く，長時
目を経過しても「ル J不染，ズダユ/JII染色となって来
ない。かように「ル J不染率，ズダユ/TI[染色率は殺卵
方法により種々であり，卵が急激に短時自の聞に死
被するから早く「ノレ j不染，ズダユ/1U染色となって来
るものではなく，薬液の殺卵力には無関係である。
全般的に見て「ル J染色の方がズダユ/JII染色より培養
成績に近い結果が得られた。
吉田，松崎等は子宮内卵のズダシE染包を行い，
卵殻の未だ形成せられざるか若しくは形成不充分な
染色，ズダンII染色とも一致す〆れは死卵が卵殻の第 3層が破壊されていて第 2層迄
剥離すると卵が破壊され死卵即ち「ノレ J不染卵，ズ〆
シ直可染卵が減少するためによるものと息われ，卵
殻の透過性に重大な意義をもつものは卵殻第 3層で
あると息われる。
染色がはたして卵殻の透過性JI染色，ズダ:yvJ「ノ 
にのみ関係し，卵内容の褒化には関係が無いかどう
かを検するため各種の薬液と共に煮沸殺卵せる ~ßに
つきr;vJ染色，ズダ:YJ[染色を行ったが，ズダユ/1lI
染色では， 20%石炭殿，液状石炭酸と煮沸したもの
は不染であり， 20%グレゾール石鹸液，グレゾーヌレ
石鹸原液と煮沸したものは淡染色であった。わけ染
色で、は全卵不染で、あった。小田も叉液状石炭酸，純-
Pゾー ノL等と共に煮沸殺卵せる卵はズダン置に染色
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されず，ズダ:YJIT染色は卵殻の透過性と卵内容の安 行った。鐙光色素染色も卵殻の透過性に関係するも
化にも関係ありと述べてし、る。著者はr のと思われ，子宮内卵の染色に於てはオウラミン，Jl;J染色は卵
殻の透過性にのみ関係しj ズダ:YJIT染色は卵殻の透・「アj等より「ルj染色の方がより透過度の低い卵をも
過性と卵内容の愛化に関係するものと思考する。而 鑑別することが出来るものと思われた。叉各種条件
して生卵の細胞と死卵の細胞とでrル」液に対する親 で殺卵した卵についての鐙光色素染色はズ〆ンE染「
和性が異なるであろうと息われるが確実なことは不 色の場合と同様の経過をとり，卵が死減しても染色
明である。 率が{Jfく特に優れているとはJ思えなかった。
次に蛍光色素，オウラミン，"rアjを用いて染色を
第 11章結 論
著者は染色による姻虫卵の生死判別法の研究に於て，先ず既知の方法を追試し更に種々の色
素について検索中比較的優れた方法を見出した。こ与に得た成績を要約すると次の通りであるO 
1) ズダンE染色法によって加熱死姻虫卵は好・染するが他の方法で殺卵された死卵の染色性
は高くない。これを充進、させる種々の前処置を試みたが良法は見出せなかった。 
2) ルゴ.-}レ氏液で‘染倍された生卵は77レコ{ルで脱色しないが死卵は脱色する。これを利
用して姻虫卵の生死判別が可能である。本、法は絶対的価値はないが，ズダンE染色法より優秀
であり，充分使用出来るo 
3) }レゴ戸ル染色法は卵殻の透過性にのみ関係するもの L如く，殺卵の方法により多少の差
異はあるが多くの場合死滅するよとによりある程度卵殻の透過性がえ;進 L，そのため脱色を促
進するものと考えられる。 
4) 姻虫卵の卵殻透過性に重大な意義をもつものは卵殻第 3層と推定されるO 
5) 盛光色素による染色の生死鑑別法としこの価値はズダンE染色と略同様で， }レゴ{ル染
色法より劣ると思われるO
稿を終るに当り，終始御懇切なる御指導と御鞭捷を賜わり叉御校闘を辱うした思師谷川教授に
深甚なる謝意を表すると共に，種々御助言御協力を賜わった田波助教授，実川講師並びに衛生学
教室員各位に深く感謝致します。
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